
 

 

 
パワーフィールドビンゴ 

１ 活動のねらい 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 
自分のことは自

分でする 

何事も最後まで

やり遂げる 
リーダー性 

自己をふり返り、集

団を見つめ直す 

自然に親しみ、環境に

ついて考える 

◎   ○  ◎ 

２ 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 対象及び活動形態 小学生～成人 ２００名程度 （１グループ４～6人が望ましい） 

４ 活動の流れ 

 

             

 

             
 

 

 

 

 

 

５ 準備物 

『青年の家』 MAP、フォトカード、ミッションカード、解答用紙、解答、バインダー、鉛筆、温度計、方位磁針 

『個   人』 リュック、帽子、野外活動に適した服装（長袖、長ズボン等）手袋、水筒、タオル、雨具 

筆記用具（必要に応じて） 等 

『団   体』 救急用品、笛、腕時計（必要に応じて）  

全てのミッションとビンゴの

クリアを目指すには全体で３時

間程度を予定しておいた方が

いいです。 

事前説明 

活 動  

活動後 

ポイント 

 

用具の貸出→説明（地図の読み方・フォトカードやミッションカードについて・解答
用紙の書き方）→トイレを済ませる 

① 作戦タイム 
② 一斉にスタート 
③ 制限時間までに青年の家に戻る 

後片付け・健康状態確認・振り返り 
借用物品の返却 青年の家職員への連絡 

パワーフィールドビンゴ ２～３時間 

グループで英彦山周辺を歩き回り、ミッションをクリアしたり、フォトカードの景色

を探したりして、高得点ゲットを目指します！仲間との話し合いや協力が高得点

につながるポイントです！ 

例えば、こんなミッションがあります！ 
・みんなで「ヤッホ」と叫んで、こだまを返そう。 

・「針の耳」という伝説の岩のすきまを通り抜けよう。 

・ザトウムシを探し出そう。 

・北はどちらの方向か考えよう。 

・英彦山の気温を当てよう。 

・英彦山のよさを五・七・五で表そう。  ・・・・・などなど 

 

柱３：環境保護 

柱５：健康づくり 

【ワンヘルスとの関連性】 


